
資
源
・
環
境
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
京
都
大
学
大
学
院
特
任
教
授
谷
口
正
次
氏

自然資本の有限性意識を

環
境
関
連
分
野

　
昨
年
よ
り
有
限
な
地
下
資

源
、
生
物
資
源
、
水
資
源
、

生
態
系
、
土
地
と
い
っ
た
自

然
資
本
の
減
耗
・
劣
化
防
止

と
、
温
暖
化
ガ
ス
排
出
抑
制

に
ど
れ
だ
け
積
極
的
に
貢
献

す
る
か
と
い
う
こ
と
を
審
査

基
準
と
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
。
大
賞
に
決
定
し
た
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
の
「
家
庭
用
燃
料

電
池
の

基
材
レ
ス
　
ガ
ス

拡
散
層

Ｇ
Ｄ
Ｌ

の
開

発
と
実
用
化
」
は
世
界
的
に

期
待
さ
れ
て
い
る
水
素
社
会

創
生
に
向
け
た
重
要
な
燃
料

電
池
シ
ス
テ
ム
の
進
化
に
貢

献
大
と
い
う
こ
と
で
選
定
し

た
。
も
の
づ
く
り
生
命
文
明

機
構
　
理
事
長
賞
の
住
友
ゴ

ム
工
業
の
「
１
０
０
％
石
油

外
天
然
資
源
タ
イ
ヤ

エ
ナ

セ
ー
ブ
１
０
０

」
は
、
高

機
能
バ
イ
オ
マ
ス
材
料
の
開

発
に
成
功
し
、
１
０
０
％
脱

化
石
燃
料
資
源
を
達
成
。
本

部
品
は
そ
の
性
能
、
経
済
性

か
ら
自
動
車
分
野
の
審
査
で

も
非
常
に
高
い
評
価
を
得
て

い
る
。
島
津
製
作
所
の
「
エ

ン
ジ
ン
燃
焼
発
光
計
測
用
光

プ
ロ
ー
ブ
Ｅ
ｘ
Ｄ
ｏ
ｐ
」
も

自
動
車
分
野
で
高
評
価
を
得

た
。

　
環
境
関
連
分
野
一
次
審
査

で
候
補
に
挙
が
っ
た
７
件
の

内
５
件
が
機
械
分
野
、
自
動

車
分
野
そ
し
て
生
活
関
連
分

野
で
も
高
評
価
で
選
定
さ

れ
、
そ
の
う
ち
、
３
件
は
そ

れ
ら
の
分
野
で
受
賞
す
る
こ

と
に
な
り
、
３
件
が
環
境
関

連
分
野
で
の
受
賞
と
な
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
、
全
分
野

で
環
境
関
連
部
品
が
入
賞
し

た
こ
と
に
な
る
わ
け
で
、
日

本
の
モ
ノ
づ
く
り
に
お
い
て

地
球
環
境
を
意
識
し
た
パ
ラ

ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
が
始
ま
っ

て
い
る
こ
と
を
示
す
事
象
で

大
変
望
ま
し
い
傾
向
で
あ
る

と
考
え
る
。
環
境
関
連
分
野

か
ら
特
別
賞
候
補
に
も
う
一

つ
、
ソ
デ
ィ
ッ
ク
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の

「
水
銀
灯
代
替
Ｌ
Ｅ
Ｄ
大
光

量
単
一
光
源
形
投
光
器
」
を

挙
げ
た
が
、
惜
し
く
も
部
品

賞
に
と
ど
ま
っ
た
。
折
し
も

青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の

基
盤
技
術
が
ノ

ー
ベ
ル
賞
を
授

与
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
日
本

発
で
世
界
の
市

場
拡
大
と
と
も

に
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
温
暖
化
ガ

ス
排
出
削
減
に

大
き
く
寄
与
す

る
も
の
と
期
待

し
た
い
。

　
な
お
、
き
ら

り
と
光
っ
た
部

品
が
、
ロ
ス
フ

ィ
ー
の
「
フ
ラ

ク
タ
ル
ひ
よ

け
」
。
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
抑

制
だ
け
で
な

く
、
自
然
界
の

フ
ラ
ク
タ
ル
構

造
を
模
倣
し
た

人
工
的
な
森
の

木
漏
れ
日
に
よ
り
快
適
な
空

間
を
演
出
す
る
。
こ
の
木
漏

れ
日
を
浴
び
た
人
間
の
基
幹

脳
を
刺
激
し
て
人
を
ス
ト
レ

ス
フ
リ
ー
に
す
る
効
果
が
あ

る
と
評
価
し
た
い
。

　
な
お
今
後
の
日
本
の
モ
ノ

づ
く
り
産
業
に
対
し
て
は
、

自
然
資
本
の
有
限
性
を
強
く

意
識
し
た
経
営
を
期
待
し
た

い
。
将
来
世
代
の
た
め
に
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
総
合
研
究
所
所
長
赤
池
学
氏

人にやさしい技術の実現

健
康
・
医
療
機
器
分
野

　
健
康
・
医
療
機
器
部
門
か

ら
、
東
芝
の
「
重
粒
子
線
が

ん
治
療
装
置
用
超
伝
導
電
磁

石
」
が
、
モ
ノ
づ
く
り
日
本

会
議
　
共
同
議
長
賞
を
受
賞

し
た
。
重
粒
子
線
が
ん
治
療

と
は
、
炭
素
イ
オ
ン
ビ
ー
ム

を
加
速
し
て
が
ん
細
胞
に
照

射
す
る
放
射
線
治
療
で
、
深

部
に
あ
る
が
ん
に
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
で
照
射
で
き
る
た
め
、

周
り
の
正
常
細
胞
を
傷
つ
け

に
く
く
、
が
ん
細
胞
の
殺
傷

能
力
も
高
い
。
し
か
し
、
そ

の
半
面
、
粒
子
線
を
輸
送
、

制
御
す
る
た
め
に
高
い
磁
場

を
必
要
と
す
る
た
め
、
装
置

が
大
型
化
す
る
こ
と
が
課
題

と
な
っ
て
い
た
。
同
社
は
、

強
力
な
磁
場
を
作
り
出
せ
る

超
伝
導
コ
イ
ル
を
世
界
で
初

め
て
採
用
す
る
こ
と
で
、
回

転
ガ
ン
ト
リ
ー
の
大
幅
な
小

型
化
、
軽
量
化
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
を
実
現
し
た
。
導
入

医
療
施
設
の
コ
ン
パ
ク
ト
化

に
貢
献
す
る
画
期
的
な
技
術

で
あ
る
。

　
同
グ
ル
ー
プ
の
東
芝
メ
デ

ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
が
開
発

し
た
被
曝
線
量
モ
ニ
タ
リ
ン

ひ
ば
く

グ
シ
ス
テ
ム
「
Ｄ
ｏ
ｓ
ｅ
Ｒ

ｉ
ｔ
ｅ
　
Ｄ
Ｔ
Ｓ
」
も
極
め

て
優
れ
て
い
る
。
見
え
な
い

Ｘ
線
や
被
曝
線
量
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
カ
ラ
ー
マ
ッ
プ
と

し
て
可
視
化
す
る
こ
と
で
、

患
者
の
見
え
な
い
不
安
を
解

消
し
、
過
剰
被
曝
を
防
ぐ
こ

と
を
可
能
に
し
た
。
放
射
線

皮
膚
障
害
の
合
併
症
リ
ス
ク

を
低
減
さ
せ
、
患
者
に
や
さ

し
い
循
環
器
医
療
の
普
及

を
、
国
内
外
で
促
し
て
い
く

も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

　
人
に
や
さ
し
い
技
術
が
も

う
二
つ
、
部
品
賞
を
受
賞
し

て
い
る
。
一
つ
は
ツ
キ
オ
カ

フ
ィ
ル
ム
製
薬
の
「
下
痢
止

め
フ
ィ
ル
ム
剤
」
。
セ
ル
ロ

ー
ス
系
の
基
材
に
下
痢
止
め

成
分
を
加
え
、
フ
ィ
ル
ム
に

薄
く
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
製

品
は
、
水
な
し
服
用
と
携
帯

性
を
実
現
す
る
。

　
そ
し
て
私
の
一
押
し
は
、

子
ど
も
で
も
安
全
に
使
え
る

デ
ザ
イ
ン
に
配

慮
し
た
、
岡
村

製
作
所
の
点
滴

ス
タ
ン
ド
「
ｄ

ｉ
ｖ
ｏ
」
で
あ

る
。
患
児
と
介

助
者
が
一
緒
に

ど
こ
か
ら
で
も

握
れ
る
、
歩
行

の
際
の
持
ち
や

す
さ
と
小
物
掛

け
に
配
慮
し
た

丸
い
ハ
ン
ド

ル
、
子
ど
も
が

勝
手
に
調
整
す

る
こ
と
を
防

ぐ
、
一
見
ス
ト

ッ
パ
ー
と
は
わ

か
ら
な
い
安
全

ス
ト
ッ
パ
ー
の

形
状
、
壁
に
沿

わ
せ
て
輸
液
を

フ
ッ
ク
に
掛
け

ら
れ
る
、
業
界

初
の
リ
ン
グ
状

輸
液
フ
ッ
ク
、
そ
し
て
看
護

師
が
説
明
し
や
す
い
、
五
色

展
開
の
美
し
い
カ
ラ
ー
リ
ン

グ
と
、
子
ど
も
視
点
、
子
ど

も
目
線
を
徹
底
的
に
取
り
入

れ
た
優
れ
た
製
品
で
あ
る
。

医
療
現
場
に
お
け
る
キ
ッ
ズ

デ
ザ
イ
ン
の
模
範
演
技
と
し

て
、
開
発
者
に
深
い
敬
意
を

さ
さ
げ
た
い
と
思
う
。

東
北
大
学
名
誉
教
授
地
球
村
研
究
室
代
表
石
田
秀
輝
氏

視点を変え新しい価値観

生
活
関
連
分
野

　
生
活
関
連
部
品
と
は
無

論
、
生
活
関
連
用
品
の
部
品

を
主
な
も
の
と
す
る
が
、
生

活
そ
の
も
の
を
構
成
す
る
部

品
で
も
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
そ
し
て
そ
れ
は
機
能
的

で
あ
る
こ
と
は
無
論
、
劣
化

を
続
け
て
い
る
地
球
環
境
に

も
配
慮
さ
れ
、
美
し
く
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

　
日
本
力

に
っ
ぽ
ん
ぶ
ら

ん
ど

賞
に
選
ば
れ
た
止
水

ド
ア
「
ア
ク
ア
ー
ド
」
は
、

一
般
的
な
ス
チ
ー
ル
ド
ア
と

同
等
の
軽
い
操
作
性
を
有
し

な
が
ら
、
簡
単
に
止
水
で

き
、
厚
さ
４

の
ド
ア
厚

で
あ
り
な
が
ら
水
深
３

時

に
か
か
る
約
３
・
７

の
水

圧
に
も
耐
え
る
と
い
う
。
無

論
低
コ
ス
ト
で
、
特
定
防
火

設
備
と
し
て
も
対
応
可
能
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
「
止
水
グ

レ
モ
ン
」
で
扉
を
枠
に
密
着

さ
せ
、
二
重
構
造
の
止
水
ゴ

ム
で
止
水
す
る
と
い
う
、
簡

に
し
て
明
な
る
技
術
の
成
果

で
あ
り
、
ま
さ
に
日
本
力
賞

に
値
す
る
。

　
生
活
関
連
部
品
賞
の
３
件

も
、
日
本
の
部
品
ら
し
く
、

力
任
せ
で
は
な
く
、
な
る
ほ

ど
と
膝
を
打
つ
よ
う
な
創
意

と
工
夫
の
た
ま
も
の
で
あ

る
。
そ
の
中
で
も
、
樽
生
ビ

ー
ル
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
カ

ラ
ン
に
装
着
す
る
部
品
は
た

っ
た
１
・
３

で
あ
り
、
こ

れ
を
ビ
ー
ル
の
泡
の
注
ぎ
口

に
装
着
す
る
こ
と
で
、
泡
が

％
も
消
え
に
く
く
な
り
、

飲
用
時
の
口
当
た
り
も
良
く

な
る
と
い
う
。
コ
ー
ヒ
ー
サ

ー
バ
ー
用
の
小
型
コ
ー
ヒ
ー

ミ
ル
は
、
従
来
の
も
の
に
比

べ
、
粉
砕
時
の
カ
ッ
タ
ー
の

回
転
数
を
５
分
の
１
に
し
、

消
費
電
力
を
４
分
の
１
に
、

重
さ
を
３
分
の
１
に
、
さ
ら

に
抽
出
部
の
清
掃
回
数
を
最

大

分
の
１
に
ま
で
削
減
し

た
。
シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー
用

防
虫
設
備
「
バ
グ
シ
ー
ル

ド
」
は
、
建
物
内
に
侵
入
し

た
飛
来
侵
入
昆
虫
を
誘
虫
燈

で
誘
因
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
左
右

の
捕
虫
器
で
吸
い
込
み
捕
獲

し
、
さ
ら
に
そ

の
排
気
で
歩
行

侵
入
昆
虫
を
吹

き
飛
ば
す
と
い

う
も
の
で
、
薬

剤
を
使
わ
ず
従

来
の
約

倍
の

捕
虫
力
を
持
つ

と
い
う
。

　
ど
れ
も
が
従

来
の
延
長
で
は

な
く
、
視
点
を

変
え
た
発
想
が

生
み
出
し
た
新

し
い
価
値
観
で

あ
る
。
そ
れ
が

シ
ン
プ
ル
で
よ

り
効
率
的
で
、

地
球
環
境
負
荷

の
低
い
部
品
と

し
て
新
し
い
形

を
つ
く
っ
て
い

る
。
モ
ノ
離
れ

が
危
惧
さ
れ
る

中
、
今
求
め
ら

れ
る
商
材
は
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ

ク
ス
だ
ら
け
の
も
の
で
は
な

く
、
そ
れ
を
使
う
人
た
ち
が

理
解
で
き
、
自
分
で
操
作

し
、
時
に
よ
っ
て
は
そ
の
使

い
方
さ
え
自
分
た
ち
で
工
夫

で
き
る
も
の
で
は
な
い
か
と

最
近
強
く
感
じ
て
い
る
。
そ

れ
こ
そ
が
、
人
の
心
を
豊
か

に
す
る
新
し
い
モ
ノ
づ
く
り

の
価
値
の
よ
う
に
も
思
う
。

野村剛氏常務取締役
水
素
社
会
に
向
け
て
貢
献

　
こ
の
た
び
は
、
栄
え
あ
る

「

モ
ノ
づ
く
り
部
品
大

賞
」
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、

誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

　
「
家
庭
用
燃
料
電
池
の

基
材
レ
ス
　
ガ
ス
拡
散
層

Ｇ
Ｄ
Ｌ

の
開
発
と
実

用
化
」
は
、
当
社
が
２
０
１

３
年
度
よ
り
発
売
し
て
お
り

ま
す
家
庭
用
燃
料
電
池
「
エ

ネ
フ
ァ
ー
ム
」
に
採
用
さ

れ
、
機
器
の
低
価
格
化
と
効

率
向
上
に
寄
与
し
ま
し
た
。

　
当
社
の
燃
料
電
池
開
発
の

歴
史
は
古
く
、
１
９
６
０
年

に
遡
り
、
今
年
度
で

年
目

に
当
た
り
ま
す
。
そ
の
間
、

年
に
事
業
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
発
足
、

年
よ
り
大
規

模
実
証
に
よ
る
フ
ィ
ー
ル
ド

テ
ス
ト
を
開
始
、

年
よ
り

都
市
ガ
ス
会
社
よ
り
一
般
販

売
し
て
お
り
ま
す
。

年
度

に
発
売
し
た
第
３
世
代
モ
デ

ル
は
、
当
該
部
品
の
採
用
な

ど
に
よ
り
、
業
界
で
初
め
て

２
０
０
万
円
を
下
回
る
こ
と

が
で
き
、
普
及
に
貢
献
で
き

た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
本
技
術
の
応
用
展
開
に
よ

り
、
定
置
用
シ
ス

テ
ム
の
さ
ら
な
る

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を

実
現
さ
せ
る
と
と

も
に
、
さ
ら
に
は

来
る
べ
き
水
素
社

会
に
向
け
て
貢
献

し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

喜びの声

「
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
」
低
価
格
化
に
寄
与

家庭用燃料電池の「基材レスガス拡散層（ＧＤＬ）」の開発と実用化

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

スタックの構造 　
家
庭
用
燃
料
電
池
の
「
基
材

レ
ス
　
ガ
ス
拡
散
層

Ｇ
Ｄ

Ｌ

」
は
、
水
素
と
酸
素
の
化

学
反
応
で
発
電
す
る
ス
タ
ッ
ク

と
呼
ぶ
部
位
の
基
幹
部
品
の
一

つ
。
従
来
の
Ｇ
Ｄ
Ｌ
が
高
価
な

炭
素
繊
維
基
材
を
使
用
し
て
い

た
の
に
対
し
、
開
発
品
は
低
価

格
な
導
電
性
カ
ー
ボ
ン
粒
子
を

活
用
し
、
材
料
コ
ス
ト
を
大
幅

低
減
し
た
。
２
０
１
３
年
４
月

に
市
場
投
入
し
た
価
格
２
０
０

万
円
を
切
る
第
３
世
代
の
家
庭

用
燃
料
電
池
「
エ
ネ
フ
ァ
ー

ム
」
の
低
価
格
化
に
大
き
く
寄

与
し
た
。

　
ス
タ
ッ
ク
は
セ
パ
レ
ー
タ
ー

絶
縁
材

と
膜
電
極
接
合
体

Ｍ
Ｅ
Ａ

で
構
成
す
る
セ
ル

を
積
層
し
た
構
造
。
こ
の
Ｍ
Ｅ

Ａ
は
電
極
触
媒
、
電
解
質
膜
、

Ｇ
Ｄ
Ｌ
の
各
機
能
膜
を
接
合
し

て
い
る
。
Ｇ
Ｄ
Ｌ
は
化
学
反
応

に
必
要
な
水
素
と
酸
素
を
セ
パ

レ
ー
タ
ー
か
ら
電
極
全
体
に
供

給
す
る
ガ
ス
拡
散
機
能
、
電
極

で
発
生
し
た
電
気
を
取
り
出
す

導
電
性
機
能
、
発
生
す
る
水
を

排
出
す
る
撥
水
機
能
の
基
本
３

機
能
が
求
め
ら
れ
る
。

　
従
来
の
Ｇ
Ｄ
Ｌ
は
、
ア
ク
リ

ル
系
繊
維
を
高
温
焼
成
し
て
、

炭
素
繊
維
に
し
て
か
ら
シ
ー
ト

化
。
後
工
程
で
、
フ
ッ
素
樹
脂

材
料

Ｐ
Ｔ
Ｆ
Ｅ

を
含
浸
し

て
撥
水
機
能
を
付
加
す
る
た

め
、
材
料
コ
ス
ト
が
高
か
っ

た
。

　
一
方
、
基
材
レ
ス
Ｇ
Ｄ
Ｌ

は
、
従
来
品
同
等
の
基
本
３
機

能
を
備
え
た
多
孔
質
カ
ー
ボ
ン

シ
ー
ト
。
低
コ
ス
ト
な
導
電
性

カ
ー
ボ
ン
粒
子
と
Ｐ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
の

配
合
比
率
を
最
適
化
し
て
同
時

に
添
加
し
、
混
練
、
押
出
シ
ー

ト
化
、
厚
み
調
整
、
低
温
焼
成

な
ど
の
一
連
の
製
膜
プ
ロ
セ
ス

を
独
自
開
発
し
た
。
第

３
世
代
の
エ
ネ
フ
ァ
ー

ム
向
け
ス
タ
ッ
ク
で

は
、
業
界
初
の
基
材
レ

ス
Ｇ
Ｄ
Ｌ
採
用
に
加
え
、
電
極

触
媒
の
白
金
使
用
量
抑
制
効
果

で
、
ス
タ
ッ
ク
コ
ス
ト
を
従
来

比

％
削
減
し
た
。

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は

年
４
月

に
、
従
来
品
よ
り
省
ス
ペ
ー
ス

化
し
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
向
け
エ

ネ
フ
ァ
ー
ム
を
市
場
投
入
。
同

時
期
に
欧
州
で
も
現
地
大
手
ボ

イ
ラ
メ
ー
カ
ー
と
組
み
、
家
庭

用
燃
料
電
池
の
販
売
を
始
め
た

が
、
こ
れ
ら
製
品
で
も
省
ス
ペ

ー
ス
化
や
、
地
域
で
微
妙
に
成

分
が
異
な
る
ガ
ス
に
柔
軟
対
応

で
き
る
基
材
レ
ス
Ｇ
Ｄ
Ｌ
が
貢

献
し
て
い
る
。

部品大賞
第１１回／２０１４年○モノづくり部品大賞超

　　 ２０１４年 平成２６年 １１月２７日 木曜日 （第２部） 　　 （ ）


